
科目名 

災害看護学 

 

授業担当者 

佐藤 玲希 

所属 

中通総合病院 

 

開講時期：中期 単位数：1 単位 時間数：15 時間 

授業の目的 

災害が人々の健康や生活に影響を及ぼすことを理解し、災害サイクルにおける被災者の健康や生活のニーズに応じた看護の 

役割を習得する 

授業の概要 

災害が、社会の変化や地域の人々の暮らしと密接に関係しながら健康やこころ・生活に影響することを理解し、災害サイクルにお

ける被災者の健康や生活のニーズに応じた看護の役割、演習を通じて実際の避難所支援を想定した室内の配置、情報収集・共

有等の重要性を学ぶ。 

受講上の注意・事前学習の内容 

災害についてどのようなイメージを持っているか、また、災害時の情報を得るツールに関してどのようなものがあるか等、学習内容

に応じた事前学習をして授業に臨んでほしい（講義の予習をしてきていることを前提に、個別に発表してもらうため）。 

授業回数 学習内容 方法 備考 

1 災害看護学を学ぶ意義、災害及び災害看護に関する基礎知識 講義  

２ 災害と情報 講義  

３ 災害トリアージとは 講義  

４ 災害トリアージ 演習 机上 

５ 災害サイクルに応じた看護 講義  

６ 被災者特性に応じた災害看護の展開、災害と心のケア 講義  

７ 避難所運営の実際（ペーパーシミュレーション） 演習 グループワーク 

８ 避難所運営の実際（ペーパーシミュレーション） 演習 グループワーク 

 試験   

テキスト 

  系統看護学講座 災害看護学・国際看護学 医学書院 

参考書・指定図書 

小井土雄一 石井恵美子監修 多職種連携で支える災害医療～身につけるべき知識・スキル・対応力～ 医学書院 

小原真理子 酒井明子監修 災害看護 心得ておきたい基本的な知識 改訂 3 南山堂 

山崎達枝 編 災害現場でのトリアージと応急処置 第 3 版 日本看護協会出版会 

評価の方法 

  授業及び演習への参加姿勢（グループとしての運営、発表内容、意見交換時の積極性 その他） 

と筆記試験で総合評価（100 点満点） 

＊この科目は実務経験のある教員による科目となります 


